
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の

登
録
を
進
め
て
い
る
「
京
都
�
園

祭
の
山
鉾
行
事
」
の
山
場
の
一
つ

し
め
な
わ

で
あ
る
注
連
縄
切
り
は
、
く
じ
取

ら
ず
の
長
刀
鉾
の
稚
児
の
重
要
な

務
め
で
あ
り
、
こ
の
注
連
縄
を
張

い
み
た
け

る
斎
竹
建
て
の
儀
式
は
、
下
京
区

高
橋
町
の
方
々
で
大
切
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
儀
式
は
、
人
目

に
付
い
て
は
い
け
な
い
と
い
わ
れ
、

７
月
１５
日
の
早
朝
に
行
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
儀
式
で
注
連
縄
を

張
る
た
め
に
建
て
ら
れ
る
の
は
次

の
ど
れ
で
し
ょ
う
。

�
松

�
竹

�
梅

は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答
え
・

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

の
ほ
か
紙
面
へ
の
感
想
を
書
い

て
、
６
月
３０
日（
火
）必
着
で
、〒
６００

―

８
５
８
８
（
住
所
記
載
不
要
）
下

京
区
役
所
総
務
課
「
謎
と
き
�
下

京
」の
係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
２
人

の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

当
選
の
発
表
は
、
記
念
品
の
発
送

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
解
答
は
８
月
１５
日

号
に
掲
載
し
ま
す
。

４
月
１５
日
号
の
解
答

か
つ
て
日
本
初
の
公
許
の
花
街

と
し
て
栄
え
た
の
は
�
島
原
で
し

た
。
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自
営
業
の
方
な
ど
、
納
付
書
に
よ
っ
て

納
付
さ
れ
る
方
（
普
通
徴
収
）
に
は
、
６

月
１０
日
付
け
で
「
市
民
税
・
府
民
税
の
納

税
通
知
書
」を
、
給
与
所
得
者
の
方
な
ど
、

毎
月
の
給
与
か
ら
差
し
引
か
れ
る
方
（
特

別
徴
収
）
に
は
勤
務
先
を
通
じ
て
「
市
民

税
・
府
民
税
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
通
知

書
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
お
送
り
し
ま
し
た
。

平
成
２１
年
度
分
の
市
・
府
民
税
は
、
平

成
２１
年
１
月
１
日
現
在
に
お
住
ま
い
の
市

区
町
村
で
、
平
成
２０
年
中
の
所
得
を
基
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
１０

月
支
給
分
の
公
的
年
金
か
ら
市
・
府
民
税

の
特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。
対
象
の
方

に
は
、
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で

お
読
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
か
ら

引
き
切
れ
な
い
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

額
の
あ
る
方
で
、「
市
民
税
・
府
民
税
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
」
を
提

出
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
分
の

市
・
府
民
税
の
税
額
か
ら
控
除
し
ま
す
。

課
税
内
容
に
つ
い
て
は
市
民
税
課
市
民

税
担
当
ま
で
、
た
だ
し
、
特
別
徴
収
分
に

つ
い
て
は
市
法
人
税
務
課
ま
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

市
民
税
課
市
民
税
担
当
（
�
３７１
・
７

１
７
２
）、法
人
税
務
課
（
�
２１３
・
５
２
４

６
）
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平
成
元
年
か
ら
総
務
省
行
政
相
談

委
員
と
し
て
下
京
区
を
担
当
し
、
区

民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
多
種
多
様
な
相

談
を
親
身
に
受
け
止
め
、
そ
の
解
決

に
向
け
て
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
今
釘

さ
ん
が
、
平
成
２１
年
３
月
末
日
を
も

っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。感
謝
状
は
、

永
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
と
し

て
行
政
相
談
制
度
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
総
務
大
臣
か

ら
感
謝
の
意
を
表
さ
れ
た
も
の
で
す
。

日ごろ、皆さんがご家庭でよく使うも
のの中にも、実はいろいろな「消防法で
定める危険物」があります。
Ｑ 身近にある危険物には、どんなもの
がありますか。
Ａ ガソリン、灯油、塗料、シンナー類、
接着剤や天ぷら油などです。他にも、オ
ーデコロン、マニキュア、除光液、ヘア
スプレーなどの化粧品にも危険物が含ま
れていますので、容器に表示されている
取扱説明をよく読みましょう。
Ｑ 危険物を取り扱う場合に注意するこ
とは何ですか。
� マニキュアやヘアスプレーなどには、
燃えやすいアルコールやＬＰガスなどが
含まれていて、火のそばで使ったり、そ
ばに置いておくのは大変危険です。火気
の近くでは、絶対に取り扱わないでくだ
さい。
また、殺虫剤やカセット
ボンベにもＬＰガスが入っ
ているので、
火気のそばに
置くと爆発す
る恐れがあり
ます。

� 塗料、接着剤などは非常に引火しや
すい危険物を含んでいるので、静電気な
どの火花にも注意してください。
� ガソリンやシンナーなどは、引火し
やすい蒸気が絶えず発生しています。ガ
ソリン専用容器や密栓された容器の中に
保管してください。使用するときは、火

気 厳 禁 で
す。室内で
使用すると
きは窓など
を開け、換
気を行って
ください。

Ｑ スプレー缶などを捨てるときに注意
することは何ですか。
Ａ スプレー缶やカセットボンベなどは、
使い切ってから小型金属類として捨てて
ください。残った中身を排出する際は、
周りに火気がない屋外の風通しが良い場
所で行ってください。また、絶対に火の
中に捨てないでください。
Ｑ 天ぷら油を使うときに注意すること
は何ですか。
Ａ 天ぷら油を使うときは、絶対にそば
を離れないでくだ
さい。たとえ、こん
ろの火を弱めても
天ぷら油は加熱し
続けます。短い間
でも離れるときは、
必ず火を消す習慣
を付けましょう。

� 下京消防署（�３６１―４４１１）

こ
ん
に
ち
は
、
け
す
ぞ
う

君
で
す
。

今
回
は
「
消
防
法
で
定
め

る
危
険
物
」
の
こ
と
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。

身近にある危険物けすぞう君の防災 Q&A
平成２１年７月１日現在で、全国すべての事業
所及び企業を対象に、経済センサス―基礎調査
を実施します。この調査は、国の産業構造を明
らかにすることを目的に、事業所・企業統計調
査、サービス業基本調査などの大規模統計調査
を統合し、新たに創設された調査です。
６月中旬から調査員が調査票をお届けし、後
日回収に伺いますのでご協力をお願いします。
なお、支社、支所などのある企業については、
本社で一括して、支社、支所分についても記入
していただきます。
� 経済センサス―基礎調査コールセンター

（�０５７０―００―２１７１）
総務課統計担当（�３７１―７１６４）
市情報化推進室情報統計担当（�２２２―３２１６）

区
で
は
、
区
庁
舎
の
維
持
管

理
費
な
ど
の
財
源
を
補
う
た
め
、

新
た
に
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
広
告

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

現
在
、
庁
舎
内
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
・
ホ
ー
ル
な
ど
４
か
所
に

テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、

企
業
広
告
を
放
映
す
る
と
と
も

に
、
行
政
情
報
を
併
せ
て
発
信

し
て
い
ま
す
。

本
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
記

事
を
中
心
に
、
特
に
区
民
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

情
報
を
選
ん
で
い
ま
す
の
で
、

区
役
所
へ
お
越
し
の
際
は
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

総
務
課

（
�
３７１
・
７
１
６
３
）

去る４月１６日、総務大臣
からの感謝状を京都行政
評価事務所長より贈呈さ
れる今釘偲さん（左）

下
京
区
役
所
内
に
設
置
さ
れ
た

テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
の
様
子

平成２１年度 市・府民税の
納税通知書をお送りしました

今今
年年
度度
かか
らら
、、
公公
的的
年年
金金
かか
らら
のの

特特
別別
徴徴
収収（（
引引
きき
落落
とと
しし
））がが
始始
まま
りり
まま
すす

前行政相談委員
今釘偲さん（永松）

総総務務大大臣臣かからら感感謝謝状状

神
域
へ
の
結
界
を
解
き
放
つ

注
連
縄
切
り
の
儀
式

経
済
セ
ン
サ
ス

―
基
礎
調
査
に
ご
協
力
を

テレビモニター広報を
始めました

（３） 市 民 し ん ぶ ん 下京区版第１６２号平成２１年６月１５日


